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(57)【要約】
【課題】  ガスが器具を通って流れかつ器具から出ると
きに、ガスの流れを制御しかつ操作する新規で有効な器
具を開発することにある。
【解決手段】  近位端と、遠位端と、少なくとも１つの
孔とを備えた細長い可撓性チューブを有する、組織を凝
固させるための電気外科装置。チューブの近位端は、加
圧されたイオン化可能ガスの供給を受け入れかつ内視鏡
の作業チャンネル内に配置される。少なくとも１つの電
極がチューブの孔を出るガスをイオン化し、かつ攪拌器
が、ガスを所定の流れ特性をもってチューブから放出さ
せる。一実施形態では、攪拌器は、チューブ内に配置さ
れる螺旋状のバッフルを有している。他の実施形態で
は、攪拌器は、貫通孔が設けられた回転プレナムを有
し、該回転プレナムは、ガスを旋回態様でチューブから
放出させる。或いは、流れ状態でガス流中に乱流を引き
起こす１対の細長いリボンをチューブ内に配置すること
もできる。



(2) 特開２００１－１５７６８４

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  近位端および遠位端を備えた細長い可撓
性チューブを有し、該チューブには少なくとも１つの孔
が設けられており、
加圧されたイオン化可能ガスが前記孔から出る前に前記
イオン化可能ガスをイオン化するための少なくとも１つ
の電極と、
前記イオン化可能ガスに非層流特性を付与すべく構成さ
れた流体攪拌器とを更に有することを特徴とする組織を
凝固させる電気外科装置。
【請求項２】  加圧されたアルゴンの供給源を更に有す
ることを特徴とする請求項１記載の電気外科装置。
【請求項３】  前記流体攪拌器は、少なくとも１つの貫
通孔が設けられたチューブ内に配置される少なくとも１
つのバッフルを有することを特徴とする請求項１記載の
電気外科装置。
【請求項４】  前記バッフルは螺旋状であることを特徴
とする請求項３記載の電気外科装置。
【請求項５】  前記バッフルは回転可能であることを特
徴とする請求項３記載の電気外科装置。
【請求項６】  前記バッフルは、加圧されたイオン化可
能ガスの流れにより回転されることを特徴とする請求項
５記載の電気外科装置。
【請求項７】  前記バッフルの回転速度は、加圧された
イオン化可能ガスの力に関係していることを特徴とする
請求項６記載の電気外科装置。
【請求項８】  前記攪拌器は少なくとも１つの支持ロッ
ドを有し、該支持ロッドからは少なくとも１つのリボン
が延びていることを特徴とする請求項１記載の電気外科
装置。
【請求項９】  前記各リボンの長さは異なっていること
を特徴とする請求項８記載の電気外科装置。
【請求項１０】  前記各ロッドはチューブ内の種々の位
置に配置されていることを特徴とする請求項８記載の電
気外科装置。
【請求項１１】  前記チューブを通る加圧されたイオン
化可能ガスの流れを調節するレギュレータを更に有する
ことを特徴とする請求項１記載の電気外科装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はガス増強形電気外科
装置に関し、より詳しくは、ガス増強形電気外科装置内
のガス流を空気力学的に操作する構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】出血を阻止する装置および組織を凝固さ
せる装置は当業界で良く知られている。例えば、従来技
術による幾つかの器具は、熱的凝固（加熱形プローブ）
を用いて出血を阻止している。しかしながら、プローブ
は出血している組織に密接させなくてはならないので、
プローブを取り外すときにプローブが焼痂に付着し、再
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び出血を引き起こすことがある。他の器具は、組織に直
接高周波電流を通して出血を止めるものである。この場
合も、これらの器具に焼痂が付着するという問題があ
る。これらの両形式の器具において、凝固の深さを制御
することは困難である。
【０００３】Canadyの米国特許第５，２０７，６７５号
は、イオン化可能ガス（ionizablegas）が強制的に通さ
れるチューブ状凝固器具であって、該凝固器具の遠位端
と出血している組織との間の領域において電極によりイ
オン化可能ガスがイオン化される構成のチューブ状凝固
器具を設けることにより従来技術に付随する上記問題の
うちの或る問題を解決することを試みている。
【０００４】Farin等の米国特許第５，７２０，７４５
号は、内視鏡の作業チャンネルを通って延びる凝固器具
であって、約１リットル／分以下の流量で凝固器具の遠
位端から出るイオン化可能ガスの流れをイオン化する電
極を備えている凝固器具を開示している。Farin等の特
許明細書に非常に詳細に説明されているように、非常に
小さい流量でガスを放出する目的は、組織領域を有効に
曇らせかつイオン化可能ガスの「雰囲気」を創出して組
織を優しく凝固することにある。上記両特許では、ガス
流は、操作されることなく電極を横切る方向に流れる。
【０００５】幾分敏感な或る組織部位を治療するのにこ
れらの器具を使用することは実用的ではない。なぜなら
ば、イオン化されたガスすなわちプラズマを一定および
／または直接に組織に放出すると、予期しない結果を引
き起こすからである。また、ガス供給源からのガス圧力
の簡単な制御は、有効でないか、所望の結果が得られな
い。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】従って、ガスが器具を
通って流れかつ器具から出るときにガスの流れを制御し
かつ操作する新規で有効な器具の開発が要望されてい
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明はガス増強形電気
外科装置に関する。本発明の装置は、近位端および遠位
端を備えた細長い可撓性チューブを有し、該チューブの
近位端は、加圧されたイオン化可能ガスの供給を受け入
れかつ内視鏡の作業チャンネル内に配置されるように構
成されている。チューブは、少なくとも１つの孔と、加
圧されたイオン化可能ガスが該孔から出る前にイオン化
可能ガスをイオン化するための電極とを有している。本
発明の装置はまた、イオン化可能ガスが所定の流れ特性
をもって、例えば旋回および／または幾分かの乱流態様
でチューブを出るようにガスの流れを制御する少なくと
も１つの付勢器すなわち攪拌器を有している。
【０００８】本発明の一実施形態では、攪拌器は、ガス
がチューブを出るときにガスに旋回を付与する螺旋状の
バッフルを有している。他の実施形態では、攪拌器は、
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少なくとも１つの貫通孔が設けられた回転プレナムを有
し、該回転プレナムは、流れ状態で、ガスを旋回態様で
チューブから放出させる。更に別の実施形態では、攪拌
器は、チューブ内に支持される１対の細長いリボンを有
し、該リボンは、流れ状態ではためいて、ガスを乱流態
様でチューブから放出させる。
【０００９】
【発明の実施の形態】ここで図１を参照すると、全体を
参照番号１０で示すガス増強形サイドファイア組織凝固
器（gas-enhanced side-fire tissue coagulator）が示
されており、該組織凝固器１０を通って内視鏡１２の作
業チャンネルが延びている。凝固器１０には、Olympus
（オリンパス）、Pentax（ペンタックス）およびFujino
n（フジノン）の製造に係る種々の内視鏡を使用するの
が好ましい。本願明細書では、本発明と組み合わせて使
用される内視鏡１２の基本作動の特徴のみを説明する。
【００１０】例えば、内視鏡１２は、近位端２７および
遠位端２９を備えたハンドピース２６を有している。好
ましくは、近位端２７は、ホース２０を介して例えば不
活性ガスのような加圧されたイオン化可能ガス供給源１
８に機械的に連結され、かつケーシング４を介して、例
えば高周波凝固電流のような電気外科エネルギを供給す
る電気外科発電機（electrosurgical generator）２２
に電気的に連結されている。電気外科発電機２２は、外
科手術中に電極に伝達される電気外科エネルギの量を選
択的に制御するように考案されている。また、加圧され
たイオン化可能ガスの供給によって、１リットル／分以
上のガス流量を制御するようにも考案されている。
【００１１】図１に示すように、ハンドピース２６の遠
位端２９には、１つ以上の作業チャンネル１４が設けら
れた長い管状部材１３が機械的に連結されている。少な
くとも１つの作業チャンネル１４は、本発明の凝固器１
０を受け入れることができる充分な寸法を有することが
好ましい。他の作業チャンネルは、他の外科用器具およ
び把握器および生検鉗子等のアクセサリを受け入れるの
に使用できる。
【００１２】ここで図２を参照すると、凝固器１０の好
ましい一実施形態が示されており、該凝固器１０は、内
視鏡１２の作業チャンネル１４を通って延びる近位端３
２とチューブ１３の遠位端１５から外方に突出する遠位
端３４とを備えた全体として細長い可撓性チューブ３０
を有している。例えばアルゴンのようなイオン化可能ガ
ス２８が、チューブ１３内に配置されるガス導管（図示
せず）により、凝固器１０（図１）の近位端３２に供給
される。ガス２８は、選択可能な所定流量で、供給源１
８から凝固器１０に供給される。ガス２８の流量は選択
的に調節できかつ特定の目的および外科的条件に基いて
容易に調節できる。
【００１３】前述のように、イオン化可能ガス２８は加
圧された状態で凝固器１０の近位端３２に供給され、か
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つ全体としてチューブ３０内を矢印の方向に向って、チ
ューブ３０の遠位端３４に位置する出口孔すなわちポー
ト４４へと流れる。電極４８は、ポート４４を通って組
織５０に吹き付けられるガス２８をイオン化する高周波
（ＲＦ）電界を形成する。好ましくは、イオン化された
ガス４６の流れは、電気外科電流を組織５０に導くと同
時に、組織５０が容易に凝固しかつ出血を阻止できるよ
うに、治療部位から血液を有効に四散させる。
【００１４】電極４８は、チューブ３０、１３内に配置
されかつ最終的に電気外科発電機２２に接続される導電
体（図示せず）に接続されている。好ましくは、電極４
８は、リングまたはピン形のもので、かつ外科手術中に
組織５０に接触しないように孔４４から間隔を隔てて配
置される。本発明の１つの特定実施形態では、オペレー
タは、電極制御機構６０により、外科的条件に従って、
電極４８を通って流れる電流の大きさを調節することが
できる。
【００１５】好ましくは、ガス２８は、幾分かの乱流状
態でチューブ３０を通って流れるように制御すなわち操
作される。ガス２８が幾分かの乱流でまたは他の所定の
流れ特性でチューブ３０を通って流れることができるよ
うに、多くのシステムを用いることを考えることができ
る。例えば、ガス２８が孔４４を出て組織５０に到達す
る前にチューブ３０内のガス２８に旋回を与えるための
全体として螺旋状のバッフル６０をチューブ３０内に設
けることができる。
【００１６】図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、図４Ｂには、ガ
ス２８が所定の流れ特性でそれぞれ遠位側出口端１３
４、２３４から出るようにするための他の流れシステム
が示されている。より詳しくは、図３Ａおよび図３Ｂに
は、少なくとも１つの貫通孔１４１が設けられた回転プ
レナム１４０を有する流れシステムが示されている。好
ましくは、孔１４１を通って流れる加圧ガス２８の力に
よってプレナムが回転され、これにより、イオン化可能
ガス２８およびプラズマ４６が所定の流れ特性で旋回さ
れる。使用者がチューブ１３０を通って流れるガス２８
の圧力を変えることによりプレナム１４０の回転速度を
制御できるようにする構成を考えることができる。しか
しながら、プレナム１４０の回転速度は、ガス２８の圧
力とは無関係の他の何らかの機構、例えばレギュレータ
により制御することもできる。
【００１７】図４Ａおよび図４Ｂには、１対の細長いリ
ボンすなわちフラップ２４０を支持するための１対のロ
ッド２４１がチューブ２３０内に配置された流れシステ
ムが示されている。リボン２４０は、流れ状態下でロッ
ド２４１から先細になって延び（attenuate/extend）、
かつイオン化可能ガス２８の流れ内ではためくことが好
ましい。チューブ２３０を通って流れる加圧ガス２８の
力によって各リボン２４０がはためかされ、これにより
イオン化可能ガス２８およびプラズマ４６が幾分かの乱
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流状態で移動されると考えられる。また、はためく速度
すなわち周波数は、チューブ２３０を通って流れるガス
２８の圧力に直接関係すると考えられる。
【００１８】或る流れ状態を創出するのに任意数のリボ
ン２４０を使用でき、例えば、チューブ８３０に沿う種
々の位置に一連のリボン２４０を配置して、より強い乱
流ガス２８の流れを創出することができる。また、各リ
ボンの長さを変化させて、別の流れ効果を創出すること
もできる。
【００１９】図２～図４Ｂには、ガスが種々の形式の凝
固装置の遠位端から放出されるものが示されているが、
上記各流れシステムは、他の形式の凝固装置、例えば
「関節運動可能なイオン化可能ガス凝固器（Articulati
ng Ionizable Gas Coagulator）」という名称に係る１
９９９年１０月５日付米国特許出願第100/157,743号お
よび「サイドファイヤ凝固器（Side Fire Coagulato
r）」という名称に係る１９９８年９月２９日付米国特
許出願第09/162,796号に記載された実施形態にも使用で
きる。
【００２０】種々の添付図面を参照して述べた上記説明
から、当業者ならば、本発明の凝固器１０は、組織から
の出血阻止に使用されるだけでなく、表面組織の乾燥、
嚢胞照射、および腫瘍への焼痂の形成または組織への熱
的マーキングにも使用できる。また、当業者ならば、本
発明には、本発明の範囲から逸脱しない種々の変更を施
すことができることが理解されよう。
【００２１】例えば、組織５０の凝固を広めるためのイ
オン化可能ガスとしてアルゴンを使用することが好まし
いが、或る場合には、他のイオン化可能ガスを用いて同
じまたは異なる結果を得ることができる。
【００２２】以上、ガス増強形電気外科装置内でガス流
を空気力学的に操作する構造の幾つかの実施形態を説明
しかつ図示した。本発明の特定実施形態を説明したが、*

6
*本発明はこの特定実施形態に限定するものではなく、当
該技術が許容する範囲内で広く解釈すべきでありかつ明
細書も同様に読むべきである。従って、上記説明は限定
的に解釈すべきではなく、好ましい実施形態の単なる例
示として解釈すべきである。当業者ならば、特許請求の
範囲に記載の範囲および精神内で他の変更を考えること
ができるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡の作業チャンネルに通された状態の電気
外科器具を示す斜視図である。
【図２】イオン化可能ガスを所定の流れ特性でチューブ
の遠位端から放出させるための、チューブ内に配置され
た螺旋状バッフルを示す本発明の一実施形態の側断面図
である。
【図３Ａ】イオン化可能ガスを所定の流れ特性でチュー
ブの遠位端から放出させるための、チューブ内に配置さ
れた１つの孔を備えた回転プレナムを備えた本発明の他
の実施形態の側断面図である。
【図３Ｂ】図３Ａの３Ｂ－３Ｂ線に沿う断面図である。
【図４Ａ】流れ状態でイオン化可能ガスを所定の流れ特
性でチューブの遠位端から放出させるための、１対の細
長いリボンがチューブ内に配置された本発明の他の実施
形態の側断面図である。
【図４Ｂ】図４Ａの４Ｂ－４Ｂ線に沿う断面図である。
【符号の説明】
１０  ガス増強形サイドファイヤ組織凝固器
１２  内視鏡
３０、１３０、２３０  可撓性チューブ
４０  バッフル
４８  電極
１４０  プレナム
２４０  リボン

【図１】 【図３Ｂ】
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